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の仕事〔よ「 ]К」だ。いや「 5К 」だBいやいや「8К」だc
本当り丁子護を気lれば、この「К」を少なくしたり、集くすこともできます。

本技では「介
~菱

の魅力と正と′い介護」を指導tメます。

授業向審

介護の基本、介護過程、生活支援技術
的 習、コミュニケーション帥 など

人間の理解、社会の理解 など「Ａ
」を
育
魔
し
を
す

本学・介
~妻

福祉学科の教員iよ、現場経験も豊富で
あり、それらの軽験を活か t′なね1ら、介

~蓋

福祉士

としての知識や猿節を指導するとともに、国家試
験合格そして対人援助のスペシヤリストを育成す
るため頑張つています。

障害の理解、ここうと力`らだのしくみ
発達と著化の理解.認知症の理解

など

介護劇士事は、介護を必要とする人の生活
全般を支援する必要があります。
このため、介護分野に限らず、人間や社会、
医療についても知識を得る必要力1あ ります。
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職撃9必要性と魅洵
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介護の仕事は、やりがいを直に
感じられる仕事です。Alや人工
知能が普及しても、介誰の仕事
はなくなりません.超高齢社会
となうた我が□の将来を左右す
る仕事でもあります。

輔 蜘 マ曲

瑚
・百 甲 電呵て~詢師

Nhu Suva といc hs,ddn cba nげ腱

C6ngvIICChSmヨ托ゴ謹udげ働ng]と田韓Cang
胡

“

mangttichO壁岬c畠田EEtt hおnthttΠ
trに tiごp_NEttV[占 khiAl vtttritul nh3nt,otrD

nttn phSbi函恥cSng萌学chSm ttE Jittudげ 働Π
=

sご khttgbiふ m孟.Dttdngttmttcang胡 群
sE quv&Oinhttrげ R=IEICLa Nh弘 日己吼 Rげ idヨ

tttthЬ nhmⅢ X3 hⅢ Httugiと h働 .


